
239

１．問題と目的

　Super（1984）によれば，「『キャリア成熟度』とは，『ひとつの職業を見つけ，それに対する準備をし，
そこで安定した職につき，それを続け，それから退職するという発達課題と取り組もうとする態度的・認知
的な備えである』」（訳本，p.27）と定義されている。その後，Super（1990）は，「彼または彼女が生物学的・
社会的に発達した結果という理由で，またその発達段階に到達した人々の社会からの期待という理由で，彼
または彼女が直面させられている発達課題にうまく対処するための個々人のレディネス」（p.213）と再定義
している。また，日本においては，坂柳（1991）が，「進路成熟とは，簡潔に言えば，『進路の選択・意思決
定や，その後の適応への個人のレディネスないし取組み姿勢』を意味する」（p.274）と述べている。これら
を概観して，松井・伊丹（1998）は，「進路（キャリア）発達上の課題（進路選択・進路適応など）に対処
するための個人のレディネス」（p.301）がキャリア成熟であるとした。
　さて，このキャリア成熟は大学生活4年間の中で，どのように変化するのだろうか。
　最近大学生を対象にしたキャリア教育関連の研究は，比較的多くなされてきている（たとえば，森山，
2007；三川，2008；吉村，2009；箕浦・加賀美・小柳・三浦・篠塚，2009；赤田・若槻，2011；志賀，
2012；肥田・澤田，2012）。しかし，大学生のキャリア成熟を縦断的に測定した研究は見当たらない。
　そこで松井（2012）は，大学生を対象に縦断的調査を実施して，大学入学直後の１年次と２年次のキャリ
ア成熟の程度を比較したところ，２年次には特にキャリア成熟の中の「関心性」が高まっていること，そし
て入学直後に将来の職業を「１つに決めている」と回答した学生は，２年次になるとキャリア成熟の「自律
性」と「計画性」が低下すること，という２点を明らかにした。
　本研究においては，引き続き縦断的調査を実施し，入学当初の希望職業選択状況ごとに，大学１年次から
３年次にかけてキャリア成熟がどのように変化するのかを明らかにすることを目的とする。

２．方　法

⑴　調査の対象・時期・方法
　2008年度入学の大学１年生で教職科目の受講生を対象に，「１年次調査」を2008年５月に実施した。全回
答者数は，463人である。翌年，その中から追跡調査の協力者を募って，「２年次調査」を2009年12月に実施
した。有効回答者数は117人（回答率25.3％）である。さらに，「３年次調査」を2011年１月から２月にかけ
て複数回に分けて実施した。１年次および２年次の両方に回答した117人に対して，３年次の調査協力を依
頼したところ，最終的に87人（回答率74.4％。男子21人，女子66人）が調査に参加した。

⑵　調査の内容
　３回の調査の主たる調査内容は以下のとおりである。
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　１）キャリア成熟
　この測定には，「キャリア・レディネス尺度（Career Readiness Scale）」（坂柳，1996）を用いた。これは，
①人生キャリア・レディネス（主として，人生・生き方への取り組み姿勢），②職業キャリア・レディネス（主
として，職業選択や職業生活への取り組み姿勢），という２系列のキャリア・レディネスを設定している。
また，それぞれについて，「関心性」（自己のキャリアに対して，積極的な関心を持っているか），「自律性」
（自己のキャリアへの取り組み姿勢が自律的であるか），「計画性」（将来展望を持ち，自己のキャリアにつ
いて計画的であるか）という３つの態度特性（下位尺度）を設定している。したがって，図表１にあるよ
うに，２系列×３となり全部で６つの下位尺度から構成されている。
　なお，各系列の調査項目は，27項目（３下位尺度×９項目）となり，「１＝全くあてはまらない」～「５
＝よくあてはまる」までの５段階評定法で回答させた。

図表１　キャリアレディネス尺度（ＣＲＳ）の構成

　２）希望職業の決定状況調査
　�　「あなたは将来就きたい仕事（職業）を決めていますか」という質問に対する回答として，「１つに決
めている」，「いくつかに絞り込んでいる」，「まだ決めていない」を設定し，いずれか１つを選択させた。

⑶　手続き
　３回の各調査において，キャリア成熟については，人生と職業の２系列のキャリア・レディネスの中の３
つの下位尺度ごとに，該当する項目の得点を合計した。それらの合計得点を以下，「人生キャリア関心性得点」，
「職業キャリア自律性得点」などと呼称する。
　また，希望職業の決定状況で回答した選択肢によって，３回とも回答した87人を次のとおり群分けした。
つまり，「１つに決めている」と回答した者を「決定群」，「いくつかに絞り込んでいる」と回答した者を「複
数選択群」，「まだ決めていない」と回答した者を「未決定群」とした。１年次から３年次にかけて希望職業
の決定状況にどのような変化があるかをみるために，クロス集計を行った。
　そして，１年次調査から３年次調査の間で，キャリア成熟の６つの下位尺度得点に有意な差がみられるか
どうかを明らかにするために，１年次の３つの群ごとに一元配置分散分析を行った。

３．結　果

⑴　希望職業の決定状況の変化
　１）学年間の比較
　１年次調査において調べた希望職業の決定状況によって，３回とも回答した87人を分けたところ，「決
定群」28人（32.2％），「複数選択群」42人（48.3％），「未決定群」17人（19.5％）となった（図表２参照）。
　２年次調査においては，16人が「決定群」（18.4％），54人が「複数選択群」（62.1％），17人が「未決定群」
（19.5％）となっている。この変化を全体でみると，「決定群」が28人から16人へと減少している一方で，「複
数選択群」が42人から54人へと増加している。
　さらに，３年次調査では，「決定群」が42人（48.3％），「複数選択群」が44人（50.6％），「未決定群」が

系列
領域

人生キャリア・レディネス
（Life Career Readiness:LCR）

職業キャリア・レディネス
（Occupational Career Readiness:OCR）

  キャリア関心性
（Career Concern）

①人生キャリア関心性
　（Life Career Concern）

①職業キャリア関心性
　（Occupational Career Concern）

  キャリア自律性
（Career Autonomy）

②人生キャリア自律性
　（Life Career Autonomy）

②職業キャリア自律性
　（Occupational Career Autonomy）

 キャリア計画性
（Career Planning）

③人生キャリア計画性
　（Life Career Planning）

③職業キャリア計画性
　（Occupational Career Planning）
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１人（1.1％）となった。２年次調査の結果と単純に比較すると，「決定群」が16人から42人へと大幅に増
加した一方で，「未決定群」が17人から１人へと激減したことがわかる。
　２）１年次の群別にみた移行の様子
　まず，１年次調査における「決定群」28人が２年次，及び３年次においてもそのまま「決定群」であっ
たのは，わずか７人（25.0％）にすぎず，他の21人は「複数選択群」か「未決定群」へと移行している。
　次に，１年次の「複数選択群」42人をみてみると，２年次も３年次も一貫して「複数選択群」であるの
はちょうど半分の21人であった。１年次は「複数選択群」であったが，その後２，３年次に「決定群」に
移行したのは４人（9.5％）である。１，２年次は「複数選択群」であったが，３年次に「決定群」に移行
したのは，11人（26.2％）であった。
　さらに，１年次に「未決定群」で２，３年次もそのまま「未決定群」の人は皆無であった。なお，３年次で「未
決定群」であるのは１人であったが，その移行の様子を見ると，１年次は「未決定群」，２年次は「複数
選択群」であった。

図表２　大学生の希望職業決定状況の変化
（１年次から３年次まで）

　　　　（注）空欄は「０」

１年次 ３年次 合計決定群 複数選択群 未決定群
決定群 ２年次 決定群 人数 7 3 10

％ 70.0% 30.0% 100.0%

複数選択群 人数 5 9 14
％ 35.7% 64.3% 100.0%

未決定群 人数 3 1 4
％ 75.0% 25.0% 100.0%

合計
人数 15 13 28
％ 53.6% 46.4% 100.0%

複数選択群 ２年次 決定群 人数 4 4
％ 100.0% 100.0%

複数選択群 人数 11 21 32
％ 34.4% 65.6% 100.0%

未決定群 人数 2 4 6
％ 33.3% 66.7% 100.0%

合計
人数 17 25 42
％ 40.5% 59.5% 100.0%

未決定群 ２年次 決定群 人数 2 2
％ 100.0% 100.0%

複数選択群 人数 6 1 1 8
％ 75.0% 12.5% 12.5% 100.0%

未決定群 人数 2 5 7
％ 28.6% 71.4% 100.0%

合計 人数 10 6 1 17
％ 58.8% 35.3% 5.9% 100.0%

合計 ２年次 決定群 人数 13 3 16
％ 81.3% 18.8% 100.0%

複数選択群 人数 22 31 1 54
％ 40.7% 57.4% 1.9% 100.0%

未決定群 人数 7 10 17
％ 41.2% 58.8% 100.0%

合計 人数 42 44 1 87
％ 48.3% 50.6% 1.1% 100.0%
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⑵　学年間のキャリア成熟の差
　１年次，２年次，および３年次の間で，キャリア成熟の程度に差異があるかどうかを検討するために，各
得点について一元配置分散分析を群別に行った結果を以下に示す。
　まずいえることは，すべての下位尺度得点に有意差が認められたということである（図表３参照）。すな
わち，「人生キャリア関心性得点」，「人生キャリア計画性得点」，「職業キャリア関心性得点」，および「職業
キャリア計画性得点」においては0.1％水準で，「人生キャリア自律性得点」では１％水準で，さらに「職業キャ
リア自律性得点」については５％水準で有意な差が認められた。
　Bonferroniの多重比較の結果，「人生キャリア計画性得点」，「職業キャリア関心性得点」，および「職業キャ
リア計画性得点」においては，１年次と３年次の間，２年次と３年次の間の両方で0.1％水準で有意差が認
められた（図表４参照）。「人生キャリア関心性得点」でも同じように有意差がみられたが，２年次と３年次
の間の有意水準は１％であった。すなわち，１，２年次よりも３年次の方がこれらの得点は有意に高いとい
うことが判明した。
　また，「人生キャリア自律性得点」と「職業キャリア自律性得点」においては，２年次と３年次の間だけ
に有意差が認められた。有意水準はそれぞれ１％と５％であった。この２つの得点については，２年次より
も３年次の方が高いといえる。

図表３　キャリア成熟の変化（全体）

　 N M(SD） F df 多重比較
１年次 ２年次 ３年次 1-2年 2-3年 1-3年

人生キャリア関心性得点 87 33.3(6.1） 34.3(5.9） 36.1(4.8）12.596 *** 2 　 ** ***
人生キャリア自律性得点 86 34.2(4.8） 33.8(4.5） 35.2(5.2） 5.155 ** 2 　 ** 　
人生キャリア計画性得点 84 27.4(7.0） 27.1(6.2） 32.0(6.2）31.250 *** 2 *** ***
職業キャリア関心性得点 87 33.6(6.3） 34.3(5.2） 37.8(4.7）24.363 *** 2 　 *** ***
職業キャリア自律性得点 87 35.1(4.3） 34.6(4.2） 35.9(5.0） 4.185 * 2 　 * 　
職業キャリア計画性得点 86 27.2(6.4） 26.8(6.3） 33.2(6.2）54.488 *** 2 　 *** ***
 （注）*p<.05, 　**p<.01, 　***p<.001

⑶　群別にみた学年間のキャリア成熟の差
　１年次，２年次，および３年次の間で，キャリア成熟の程度に差異があるかどうかを群別に検討するため
に，各得点について一元配置分散分析を群別に行った結果を以下に示す。

　2-1）「決定群」におけるキャリア成熟の変化
　分析の結果，５％水準で統計的に有意な差がみられたのは，「人生キャリア関心性得点」，「人生キャリ
ア計画性得点」，「職業キャリア関心性得点」，および「職業キャリア計画性得点」である（図表５参照）。
　Bonferroniの多重比較の結果，「人生キャリア関心性得点」においては，１年次と３年次の間に有意差
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があり，１年次よりも３年次の方が有意に高いといえる。「人生キャリア計画性得点」においては，図表
６に示すように，その得点は２年次に最低となっており，２年次よりも１年次と３年次の方が有意に高い
といえる。また，「職業キャリア関心性得点」と「職業キャリア計画性得点」においては，２年次と３年
次の間に有意差があり，２年次よりも３年次の方がそれらの得点は有意に高いということが明らかになっ
た。

図表５　「決定群」におけるキャリア成熟の変化

　 N M(SD） F df 多重比較
１年次 2年次 ３年次 1-2年 2-3年 1-3年

人生キャリア関心性得点 28 33.6(6.3） 34.2(6.7） 36.1(5.5） 3.261 *    2 　 　 *
人生キャリア自律性得点 28 35.1(4.7） 34.5(5.2） 35.3(5.2）   .699    2 　 　 　
人生キャリア計画性得点 27 31.9(4.9） 28.9(7.7） 32.8(7.4） 8.135 ** 2 * ** 　
職業キャリア関心性得点 28 34.8(5.9） 34.3(6.3） 37.3(5.4） 4.775 *    2 　 * 　
職業キャリア自律性得点 28 36.3(3.9） 35.0(4.2） 35.8(5.0） 1.191   2 　 　 　
職業キャリア計画性得点 28 31.9(4.2） 29.2(7.0） 33.8(7.0） 7.861 ** 2 　 ** 　
 （注）*p<.05, 　**p<.01, 　***p<.001

　2-2）「複数選択群」におけるキャリア成熟の変化
　「人生キャリア計画性得点」，「職業キャリア関心性得点」，「職業キャリア計画性得点」においては0.1％
の水準で，「人生キャリア関心性得点」については１％の水準で，また「人生キャリア自律性得点」にお
いては５％の水準で統計的に有意差が認められた（図表７参照）。
　Bonferroniの多重比較の結果，「人生キャリア計画性得点」，「職業キャリア関心性得点」，「職業キャリ
ア計画性得点」においては，２年次と３年次の間，および１年次と３年次の間で，0.1％または１％の水
準で統計的に有意差が認められた。図表８に例を示したが，この３つの下位尺度については，１，２年次
の得点よりも３年次の得点の方が有意に高いということが判明した。
　また，「人生キャリア関心性得点」では１年次と３年次の間において，１％の水準で有意差があり，１
年次よりも３年次の得点の方が有意に高いといえる。
　「人生キャリア自律性得点」は２年次と３年次の間で５％の水準で有意差が認められた。すなわち，２
年次よりも３年次の方が，その得点は有意に高いということが判明した。



新潟大学教育学部研究紀要　第 ７ 巻　第２号244

図表７　「複数選択群」におけるキャリア成熟の変化

　 N M(SD） F df 多重比較
１年次 2年次 ３年次 1-2年 2-3年 1-3年

人生キャリア関心性得点 42 33.3(5.9） 34.8(5.4） 36.5(3.7）   7.567 ** 2 　 　 **
人生キャリア自律性得点 41 33.5(4.5） 33.3(3.5） 34.9(4.3）   3.212 * 2 　 * 　
人生キャリア計画性得点 41 26.5(6.5） 27.0(5.4） 31.7(5.1）21.754 *** 2 　 *** ***
職業キャリア関心性得点 42 33.8(6.1） 35.0(4.6） 38.4(4.2）13.949 *** 2 　 ** ***
職業キャリア自律性得点 42 34.4(4.0） 34.5(3.5） 35.5(4.5）   1.827 2 　 　 　
職業キャリア計画性得点 42 26.3(5.9） 26.5(5.5） 33.8(5.1）44.897 *** 2 　 *** ***

 （注）*p<.05, 　**p<.01, 　***p<.001

2-3）「未決定群」におけるキャリア成熟の変化
　「人生キャリア計画性得点」と「職業キャリア計画性得点」においては0.1％水準で，「職業キャリア関
心性得点」においては１％水準で，「職業キャリア自律性得点」では５％水準で統計的に有意な差が認め
られた（図表９参照）。
　Bonferroniの多重比較の結果，「職業キャリア計画性得点」では，２年次と３年次の間，および１年次
と３年次の間において，両方とも１％水準で有意差が認められた（図表10参照）。また，「人生キャリア計
画性得点」では，２年次と３年次の間には１％水準で，１年次と３年次の間には５％水準で有意な差が認
められた。「職業キャリア関心性得点」についても同様に，２年次と３年次の間，および１年次と３年次
の間に５％水準で有意な差が認められた。したがって，これら３つの得点については，１，２年次よりも
３年次の方が有意に高いということが判明した。
　また，「職業キャリア自律性得点」については，２年次と３年次の間に５％水準で有意差が認められ，
２年次よりも３年次の方がその得点は有意に高いといえる。

図表９　「未決定群」におけるキャリア成熟の変化

　 N M（SD） F df 多重比較
１年次 2年次 ３年次 1-2年 2-3年 1-3年

人生キャリア関心性得点 17 32.6(6.6） 33.1(6.0） 35.2(5.9）   1.967 2 　 　 　
人生キャリア自律性得点 17 34.1(5.8） 33.8(5.3） 35.9(7.0）   1.686 2 　 　 　
人生キャリア計画性得点 16 22.1(7.0） 24.3(3.8） 31.3(6.5）10.847 *** 2 　 ** *
職業キャリア関心性得点 17 31.1(7.1） 32.8(4.7） 36.9(4.6）   6.566 **   2 　 * *
職業キャリア自律性得点 17 34.9(5.3） 34.4(5.9） 37.4(6.2）   4.340 * 2 　 * 　
職業キャリア計画性得点 16 21.4(5.9） 23.3(5.2） 30.8(7.1）17.410 *** 2 　 ** **

 （注）*
p<.05, 　**p<.01, 　***p<.001
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表

４．考察

⑴　希望職業の決定状況の変化
　まず全体の変化の様子をみると，１年次から２年次にかけて「決定群」が減少する一方で，「複数選択群」
が増加した。２年次から３年次にかけては，「決定群」が大幅に増加し，「未決定群」はわずか１人となった。
　群別にみると，１年次から３年次まで一貫して「決定群」であったのはわずか４人に１人であり，他の学
生は別の群に移行している。すなわち，１年次の年度初めの時点では「１つに決めている」と回答した学生
の多くは，その後「その決定が揺らいでいる」といえる。また，１年次に「複数選択群」であった学生の半
数が１年次から３年次まで一貫して「複数選択群」であり続けていることも特徴的なことである。その一方，
１年次に「未決定群」であった学生のうち３年次までずっと「未決定群」であった人は皆無であった。ただし，
１人だけではあるが，「未決定群」から「複数選択群」を経て３年次に再び「未決定群」になった学生がいる。
　以上の結果を踏まえて考えると，松井（2012）の指摘にもあるように，大学生は入学時点における希望職
業の決定状況がその後「現実吟味」（reality testing）を重ねる中で，多くの学生が「迷い始める」のではな
いかと考えられる。したがって，大学としては，初年次学生からのキャリア・カウンセリングを手厚く実施
していく必要があろう。

⑵　キャリア成熟の変化
　１）全体
　全体で見ると，６つの下位尺度得点すべてにおいて学年間に有意差が認められた。しかも，多重比較の
結果，１年次と２年次の間にはいずれの下位尺度得点も有意差はなかったけれども，２年次と３年次の間
には，有意水準の違いはあるものの，すべての得点において有意な差が認められたことは特徴的なことで
ある。これは調査の時期も関係していると考えられる。つまり，前述のとおり３年次調査は年明けの１月
から２月に実施した。この頃はすでに就職活動がスタートしており，学生もかなり真剣に将来の職業や人
生を考えているから，そのような結果になったと考えられる。
　２）群別
　全部で18個（３群×６）の下位尺度得点のうち，12個の分散分析の結果が有意であった。これを群別に
みると，「複数選択群」が最も多く５個で，「決定群」と「未決定群」は４個ずつであった。その数にはあ
まり大差はないが，「複数選択群」の学生は入学当初からいくつかの希望職業を常に念頭に置きながら日
頃の大学生活を過ごし，その中で機会あるごとに適性の吟味等を心がけてきたからではないだろうか，と
推察される。
　また，多重比較の結果から，１年次と２年次の間において有意差が認められた下位尺度得点は１つだけ
であり，それは，「決定群」の「人生キャリア計画性得点」である。その一方で，有意差が認められた下
位尺度得点のほとんどは，２年次から３年次にかけて有意に高くなっている。これは各群共通していえる
ことである。その中でも「複数選択群」と「未決定群」に特徴的なのは，「職業キャリア計画性得点」の
上昇幅がかなり大きい，ということである。逆に言えば，大学入学時点までには，将来の職業を具体的に
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考える取組を行ってこなかったことの証左ともいえるのではないだろうか。
　今後は，４年間にわたる継続的なデータの収集と分析を行うことによって，入学から卒業までの大学に
おけるキャリア教育の実践プログラムを考えていきたい。
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